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主な内容

　特大の書き初め用紙に向かう子どもたち。真剣な表情で今年の
目標を書き上げました。（1月18日・重兵衛スポーツフィールド中
台体育館「市書き初め大会」で。9ページに関連記事）
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パ ー ト ナ ー 契 約 の 締 結 式成 田 市 で 投 票 で き る 人選 挙 公 報 は ○ 日 （ ○ ） に

新 聞 折 り 込 み で

　
県
知
事
選
挙
と
県
議
会
議
員
補
欠
選

挙
で
投
票
開
始
日
が
異
な
り
ま
す
。
ま

た
、
投
票
所
に
よ
り
開
設
日
時
が
異
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
の
期
日
前
投
票
所

は
2
階
特
設
会
場
に

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
の
期
日
前
投
票

所
は
、
今
回
は
場
所
が
変
わ
り
、
2
階

イ
オ
ン
ホ
ー
ル
の
近
く
に
特
設
会
場
と

し
て
設
置
し
ま
す
。

ユ
ア
エ
ル
ム
成
田
店
で
も

期
日
前
投
票
が
可
能
に

　
今
回
の
選
挙
か
ら
、
公
津
の
杜
駅
前

市
内
で
投
票
で
き
る
人

　
次
の
全
て
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
人

が
成
田
市
で
投
票
で
き
ま
す
。

◦
日
本
国
民
で
平
成
19
年
3
月
17
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

◦
令
和
6
年
12
月
6
日
ま
で
に
、
成
田

市
に
転
入
な
ど
の
届
け
出
を
し
、
引

き
続
き
3
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

（
令
和
6
年
11
月
27
日
〜
12
月
1
日

に
届
け
出
を
し
た
人
は
7
年
3
月
1

日
か
ら
、
6
年
12
月
2
日
〜
6
日
に

届
け
出
を
し
た
人
は
7
年
3
月
6
日

か
ら
期
日
前
投
票
が
可
能
）

転
居
し
た
人
は
投
票
所
に
注
意

　
市
内
で
引
っ
越
し
た
人
で
、
2
月
9

日
ま
で
に
転
居
の
届
け
出
を
し
た
人
は

新
し
い
住
所
地
の
投
票
所
で
の
投
票
と

な
り
ま
す
。

　
2
月
10
日
以
降
に
転
居
の
届
け
出
を

し
た
人
は
、
前
の
住
所
地
の
投
票
所
で

の
投
票
と
な
り
ま
す
。

県
内
に
引
っ
越
し
た
人
は

　
令
和
6
年
11
月
16
日
以
降
に
県
内
の

ほ
か
の
市
町
村
に
転
出
し
た
人
で
、
次

の
全
て
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、

成
田
市
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

◦
新
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
お
ら
ず
、
成
田
市
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

◦
県
内
市
町
村
長
が
発
行
す
る
「
引
き

続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
の

証
明
書
」
を
提
示
で
き
る
、
ま
た
は

住
基
ネ
ッ
ト
で
現
住
所
の
確
認
が
で

き
る（
確
認
の
た
め
に
時
間
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

投
票
日
に
用
事
の
あ
る
人
は

期
日
前
投
票
を

　
投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の

理
由
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

　
期
日
前
投
票
所
・
開
設
日
時
は
表
1

の
通
り
で
す
。

せ
ん
き
ょ
の
ひ 

カ
レ
ン
ダ
ー
に 

ま
る
し
た
よ
！

千
葉
県
知
事
選
挙
・
千
葉
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
、
3
月
16
日

㈰
に
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
日
当
日
の
投
票
時
間
は
午
前
7
時
〜
午

後
8
時
で
す
。
大
切
な
一
票
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

千
葉
県
知
事
選
挙
・
千
葉
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙

表1　期日前投票所の開設日時
期日前投票所 開設期間 開設時間

市役所4階401会議室 2月28日㈮〜3月15日㈯（県議会議
員補欠選挙は3月8日㈯から） 午前8時30分

〜
午後8時下総支所1階会議室

3月10日㈪〜15日㈯
大栄支所1階会議室
イオンモール成田専門店街
2階特設会場

3月12日㈬〜15日㈯
午前10時

〜
午後8時ユアエルム成田店

3階特設会場

広報なりた 2025.2.15広報なりた 2025.2.15 2



区分 障がい名 等級など

身体障害者手帳を
持っている人 上肢または視覚の障がい 1級

戦傷病者手帳を
持っている人 上肢または視覚の障がい 特別項症〜

第2項症

表2　郵便などによる不在者投票ができる人

表3　代理記載が認められる人

区分 障がい名など 等級など

身体障害者手帳を
持っている人

両下肢・体幹・移動機能の障
がい 1・2級

心臓・腎臓・呼吸器・膀
ぼう

胱
こう

・
直腸・小腸の障がい

1・3級

免疫・肝臓の障がい 1〜3級

戦傷病者手帳を
持っている人

両下肢・体幹の障がい 特別項症〜
第2項症

心臓・腎臓・呼吸器・膀胱・
直腸・小腸・肝臓の障がい

特別項症〜
第3項症

介護保険被保険者
証を持っている人

被保険者証の「要介護状態区分等」の欄が
要介護5

自 身 の 知 識 や 経 験 で

地 域 貢 献 を

に
あ
る
ユ
ア
エ
ル
ム
成
田
店
3
階
の
1 

0 
0
円
シ
ョ
ッ
プ
奥
に
期
日
前
投
票
所

を
設
置
し
ま
す
。

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に

入
院
・
入
所
中
の
人
は
不
在
者
投
票
を

　
指
定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院（
入
所
）中
の
人
は
、
指
定
施
設
内
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
学

業
や
仕
事
の
関
係
な
ど
で
市
外
に
滞
在

中
の
人
は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

体
に
障
が
い
の
あ
る
人
は

郵
便
な
ど
で
投
票
を

　
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
あ

ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、
郵
便
な
ど
に

よ
る
不
在
者
投
票
や
代
理
記
載
で
の
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
る
人
…
表
2
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
人（
投
票
用
紙
は
必
ず
本
人

が
記
入
）

◦
代
理
記
載
が
認
め
ら
れ
る
人
…
表
2
、

表
3
ど
ち
ら
に
も
当
て
は
ま
り
、
自

分
で
字
を
書
け
な
い
人（
市
選
挙
管

理
委
員
会
に
届
け
出
を
さ
れ
て
い
る

代
理
記
載
人
に
代
筆
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
）

選
挙
公
報
は
新
聞
折
り
込
み
で

　
立
候
補
者
の
氏
名
や
経
歴
、
政
見
な

ど
を
知
る
た
め
の
「
選
挙
公
報
」
は
、

県
知
事
選
挙
が
3
月
7
日
㈮
に
、
県
議

会
議
員
補
欠
選
挙
が
3
月
13
日
㈭
に
、

朝
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
千
葉
日
報
、

東
京
新
聞
、
日
本
経
済
新
聞
、
毎
日
新

聞
、
読
売
新
聞
の
朝
刊
に
折
り
込
ま
れ

る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
行
政
資
料
室（
市
役
所
1
階
）、

下
総
・
大
栄
支
所
、
保
健
福
祉
館
、
各

公
民
館
、
市
立
図
書
館
、
美
郷
台
地
区

会
館
、
三
里
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
も
り
ん
ぴ
あ
こ
う
づ
、
文
化
芸

術
セ
ン
タ
ー
、
成
田
赤
十
字
病
院
、
三

里
塚
郵
便
局
、
三
里
塚
御
料
郵
便
局
、

成
田
遠
山
郵
便
局
、
成
田
市
農
協
遠
山

支
所
、
京
成
成
田
駅
、
公
津
の
杜
駅
、

成
田
湯
川
駅
、
宗
吾
参
道
駅
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
成
田
、
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
成
田
富

里
、
ユ
ア
エ
ル
ム
成
田
店
、
そ
よ
ら
成

田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

即
日
開
票
さ
れ
ま
す

　
開
票
は
、
投
票
日
当
日
の
午
後
9
時

15
分
か
ら
重
兵
衛
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル

ド
中
台
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

　
投
票
・
開
票
の
速
報

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局（
☎
20
‐
1
5
1
0
・
総
務
課

内
。
投
票
日
当
日
は
同
事
務
局
ま
た

は
☎
20
‐
1
5
0
1
）へ
。

　入場整理券は、あらかじめ投票日や投票所など
を有権者にお知らせし、投票所での受け付けがス
ムーズに行われるよう送っているもので、投票用
紙の引き換え券ではありません。
　入場整理券がなくても、本市の選挙人名簿に登
録されていれば投票できます。
　入場整理券は2月20日㈭に発送予定ですが、届
くまでに4〜7日程度かかります。
　また、郵便の仕分け作業などの都合で、隣や近
所の家、同一世帯でも届く日が異なる場合があり
ます。

宣誓書は入場整理券の裏面にあり
ますので、あらかじめ記入してい
るとスムーズに受け付けできます

❶ 宣誓書の記入

選挙人名簿との対照の後、
投票用紙の交付を受けます

❷ 受け付け・
　 投票用紙の交付

記載台で候補者の氏名を書
いて、投票用紙を直接投票
箱に入れます

❸ 投票

期日前投票手続き 入場整理券を持って期日前投票所へ

県ホームページ市ホームページ

入場整理券がなくても
本市の選挙人名簿に
登録されていれば
投票できます
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パ ー ト ナ ー 契 約 の 締 結 式成 田 市 で 投 票 で き る 人選 挙 公 報 は ○ 日 （ ○ ） に

新 聞 折 り 込 み で

不
足
が
見
込
ま
れ
る
介
護
人
材

　
超
高
齢
社
会
の
進
行
に
よ
り
、
介
護

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増
え
る
一
方

で
、
介
護
職
の
担
い
手
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
に
よ
る
と
、
令
和
4
年
度
の
全
国

の
介
護
職
員
は
約
2
1
5
万
人
。
現
在

50
歳
前
後
の
い
わ
ゆ
る
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
の
人
が
65
歳
を
迎
え
る
2
0
4
0

年
に
は
、
約
2
7
2
万
人
の
介
護
職
員

が
必
要
と
な
り
、
こ
の
ま
ま
介
護
職
員

が
増
え
な
け
れ
ば
、
約
57
万
人
が
不
足

す
る
見
込
み
で
す
。

市
内
の
状
況
は

　
現
在
、
本
市
で
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
の

自
宅
に
訪
問
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
事

業
所
な
ど
、
多
様
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
で
職
員
が
働
い
て
い
て
、
介
護
認

定
を
受
け
た
高
齢
者
の
身
体
介
助
・
生

活
援
助
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
新
た
な
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
の
整

備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
さ

ら
に
介
護
職
員
の
確
保
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

進
む
労
働
環
境
の
改
善

　
介
護
の
仕
事
に
は
「
き
つ
い
・
汚

い
・
給
料
が
安
い
」
と
い
っ
た
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
平
成
12
年
に
介
護
保
険
制
度
が
導
入

さ
れ
、
利
用
者
が
介
護
事
業
所
を
自
由

に
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
降
、
各
介
護
事
業
所
で
は
、

よ
り
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

者
に
提
供
す
る
た
め
、
介
護
職
員
の
労

働
環
境
の
改
善
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
利
用
者
を
ベ
ッ
ド
か
ら

車
い
す
に
移
乗
さ
せ
る
際
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
を
行
う
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
、
介
護

記
録
の
入
力
・
共
有
に
利
用
す
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
を
導
入
し
て
、
介
護
職
員

の
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
事
業
所

も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
職
員
等
処
遇
改
善
加
算

と
い
っ
た
賃
金
面
を
改
善
す
る
制
度
改

正
や
、
介
護
職
員
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
防
止
す
る
取
り
組
み
な
ど
、
今
後
も

介
護
職
員
の
待
遇
の
改
善
は
さ
ら
に
進

め
ら
れ
て
い
く
見
込
み
で
す
。

資
格
を
取
得
し
て

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　
介
護
職
の
資
格
に
は
、
介
護
職
員
初

任
者
研
修（
初
任
者
研
修
）、
実
務
者
研

日
々
の「
あ
り
が
と
う
」が
原
動
力
に

介
護
職
の
魅
力

利用者に寄り添って

65
歳
以
上
の
人
口
が
総
人
口
の
21
%
を
超
え
る
超
高
齢
社
会
の
進
行
に
よ
り
、
介
護
職
の
重
要
度

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
介
護
職
は
利
用
者
か
ら
直
接
感
謝
さ
れ
、
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
仕
事

で
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の
改
善
に
よ
り
、
働
き
や
す
い
環
境
も
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。

介
護
職
を
取
り
巻
く
現
状
や
市
の
取
り
組
み
な
ど
を
通
し
て
、
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。
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自 身 の 知 識 や 経 験 で

地 域 貢 献 を

修
、
介
護
福
祉
士
な
ど
が
あ
り
、
現
場

で
経
験
を
積
み
な
が
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
初
任
者
研
修
は
、
以
前
は
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
2
級
と
呼
ば
れ
た
資
格
で
、
介

護
の
基
礎
知
識
や
基
本
的
な
介
護
技
術

な
ど
を
学
ぶ
も
の
で
す
。
1
3
0
時
間

の
研
修
を
受
講
し
、
修
了
試
験
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
実
務
者
研
修
は
、
介
護
方
法
の
計
画

立
案
や
医
療
的
ケ
ア
な
ど
を
学
ぶ
た
め
、

初
任
者
研
修
以
上
に
実
践
的
な
知
識
や

技
術
を
身
に
付
け
ら
れ
る
資
格
で
す
。

4
5
0
時
間
の
研
修
の
受
講
が
必
要
で

す
が
、
初
任
者
研
修
を
修
了
し
て
い
る

場
合
は
、
一
部
の
課
程
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

　
介
護
福
祉
士
は
介
護
事
業
所
で
3
年

以
上
実
務
を
経
験
し
、
実
務
者
研
修
を

受
講
し
た
人
の
ほ
か
、
大
学
や
専
門
学

校
で
介
護
を
専
門
的
に
学
ん
だ
人
な
ど

が
受
験
で
き
る
国
家
資
格
で
す
。
高
度

な
知
識
・
技
術
を
身
に
付
け
、
利
用
者

家
族
の
相
談
対
応
や
介
護
職
員
の
指
導

な
ど
も
行
え
る
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

介
護
職
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
介
護
職
員
を
支
援
す
る
た

め
、
就
業
年
数
に
応
じ
た
「
介
護
版
な

り
た
手
当
」
の
支
給
や
、
初
任
者
研
修

を
受
講
す
る
た
め
に
か
か
っ
た
費
用
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

介
護
版
な
り
た
手
当

　
主
に
身
体
介
助
を
担
当
す
る
常
勤
の

正
規
職
員
と
し
て
、
市
内
の
介
護
事
業

所
で
働
い
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

　
就
業
年
数
に
応
じ
て

2
〜
10
万
円
を
支
給
し

ま
す
。

初
任
者
研
修
の
補
助

　
初
任
者
研
修
を
修
了
し
、
市
内
の
介

護
事
業
所
で
3
カ
月
以
上
勤
務
を
続
け

て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

　

初
任
者
研
修
で
か

か
っ
た
受
講
料
と
教
材

費
の
合
計
額
を
10
万
円

ま
で
補
助
し
ま
す
。

あ
な
た
も
介
護
職
員
を

目
指
し
ま
せ
ん
か

　
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
持
つ
介
護

職
は
、
利
用
者
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
、

利
用
者
や
そ
の
家
族
の
心
と
体
の
支
え

と
な
る
こ
と
で
感
謝
の
言
葉
を
も
ら
え

る
、
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で

す
。

　
あ
な
た
も
、
今
後
ま
す
ま
す
必
要
と

さ
れ
る
介
護
職
員
を
目
指
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

※
く
わ
し
く
は
高
齢
者
福
祉
課（
☎
20
‐

1
5
3
7
）へ
。

　生活支援課の課長としてケアの方針の策定や職員のマネ
ジメントをしています。また、現場で利用者とも積極的に
関わっています。
　大学で社会福祉士の資格を取得し、介護の道を選びまし
た。この仕事の素晴らしさを改めて実感できた出来事があ
ります。それは、競馬が趣味という利用者の、家族と一緒
にテレビを見ながら有馬記念を楽しみたい、という最後の
希望をかなえたことです。利用者だけでなく家族にとって
も大切な時間となり、その場に立ち会えたことは私にとっ
て忘れられない経験となりました。利用者に寄り添ったサ
ポートができた時はとてもやりがいを感じます。
　介護職は作業という「点」ではなく、継続的に「線」で利用
者の生活を支える大切な仕事です。介護職の専門性とやり
がいをより多くの人に伝え、この仕事に興味を持ってもら
いたいと思っています。

特別養護老人ホーム職員

加
か

茂
も

 航
こう

平
へい

さん（介護福祉士・社会福祉士）

　利用者の身体介助を担当しながら、統括ユニットリー
ダーとして利用者のケアのフォローや職員のマネジメント
を行っています。
　就職活動中に、いつまでも自分らしく生活したいという
思いに応える、というこの法人の理念に強く共感したこと
がきっかけで介護の仕事を始めました。
　普段のケアでは、散歩や買い物で外に出たり、食事のメ
ニューや洋服を自分で選べる機会を提供したりして、でき
るだけ入居前と同じように過ごしてもらえるように心掛け
ています。新しい入居者が施設での環境に慣れていく様子
を見られるととてもうれしく思います。
　介護の仕事は、利用者の生活を整えることだと思ってい
て、一人一人に寄り添い、その人らしい生活を支えること
に誇りを持っています。今後もさらに知識と技術を高め、
利用者に貢献していきたいです。

特別養護老人ホーム職員

髙
たか

柳
やなぎ

 陽
ひ

菜
な

乃
の

さん（介護福祉士）

介護事業所で活躍している職員に聞きました

市ホームページ市ホームページ
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パ ー ト ナ ー 契 約 の 締 結 式成 田 市 で 投 票 で き る 人選 挙 公 報 は ○ 日 （ ○ ） に

新 聞 折 り 込 み で交 換 時 期 に 気 を 付 け て
知
識
や
経
験
を
地
域
の
た
め
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
企
業
や
家
庭
、
公
共
団
体

な
ど
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
引
き
受
け
、
ま
だ
ま
だ
元
気
に
働
き

た
い
と
い
う
60
歳
以
上
の
人
に
仕
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

自
身
の
知
識
や
経
験
で

地
域
貢
献
を

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
が
働
く
こ
と
を
通
じ
て
収
入
を
得
る

と
と
も
に
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
地
域

社
会
に
貢
献
す
る
と
い
う
「
自
主
・
自

立
、
共
働
・
共
助
」
の
理
念
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
。

　
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
後
も
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人
が
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て

働
く
こ
と
の
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
岐
に
わ
た
る
業
務
内
容

　
現
在
、
70
歳
代
の
人
を
中
心
に
約
5 

0 

0
人
が
登
録
を
し
て
い
て
、
ほ
か
の

会
員
と
協
力
し
な
が
ら
働
い
て
い
ま
す
。

　
企
業
や
家
庭
、
公
共
団
体
な
ど
か
ら

仕
事
の
依
頼
が
あ
る
と
、
そ
の
内
容
に

よ
っ
て
会
員
の
中
か
ら
適
任
者
に
割
り

振
ら
れ
ま
す
。
主
な
業
務
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。

施
設
管
理
分
野
…
公
園
・
建
物
・
駐
輪

場
管
理
な
ど

技
能
分
野
…
植
木
剪せ
ん

定て
い

、
障
子
・
網

戸
・
ふ
す
ま
の
張
り
替
え
、
大
工
仕

事
な
ど

一
般
作
業
分
野
…
屋
内
外
で
の
清
掃
・

除
草
作
業
な
ど

サ
ー
ビ
ス
分
野
…
外
国
人
旅
行
者
へ
の

案
内
、
通
学
路
防
犯
広
報
啓
発
活
動
、

家
事
援
助
な
ど

事
務
的
分
野
…
受
け
付
け
業
務
、
宛
名

書
き
、
賞
状
書
き
な
ど

専
門
技
術
分
野
…
写
真
撮
影
な
ど

あ
な
た
も
会
員
に

な
り
ま
せ
ん
か

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
年
齢
の
上
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
地
域
社
会
に
貢
献
し

た
い
」「
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

う
仕
事
を
し
た
い
」「
仕
事
を
通
し
て
仲

間
づ
く
り
を
し
た
い
」
と
い
う
人
は
、

会
員
に
な
っ
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
入
会
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
通
り

開
催
さ
れ
る
入
会
説
明
会
に
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
入
会
説
明
会
は

予
約
制
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前

に
成
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
36
‐
6
1
6
1
）へ
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
毎
月
最
終
水
曜
日（
祝
日
の
場

合
は
変
更
あ
り
） 

午
前
10
時
か
ら

会
場
＝
成
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
久
住
中
央
）

対
象
＝
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

◦
市
内
在
住
で
60
歳
以
上

◦
健
康
で
、
ほ
か
の
会
員
と
助
け
合
い

な
が
ら
働
く
こ
と
が
で
き
る

※
く
わ
し
く
は
成
田

市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
ま
た
は

同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
。

隅々まできれいに

隠れたごみも見逃さない
シルバー人材センター

ホームページ
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チェック!

チェック!

守
り
た
い  

未
来
が
あ
る
か
ら  

火
の
用
心

毎
年
3
月
1
日
〜
7
日
は
「
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」
の
期
間
で

す
。
春
は
空
気
の
乾
燥
や
強
風
な
ど
に
よ
り
、
火
災
が
起
こ
り
や
す

い
季
節
で
す
。こ
の
機
会
に
家
庭
の
防
火
対
策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

自 身 の 知 識 や 経 験 で

地 域 貢 献 を

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か

　
火
災
の
発
生
に
い
ち
早
く
気
付
き
、

速
や
か
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
全
て
の

住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
火
災
で
亡
く
な
る
原
因
の
多
く

が
、
火
災
に
気
付
く
の
が
遅
れ
た
こ
と

に
よ
る
「
逃
げ
遅
れ
」
で
す
。
自
分
や

家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
も
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
正
し
く
設
置
さ
れ
て
い
る

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

交
換
時
期
に
気
を
付
け
て

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く
な
る

と
電
子
部
品
の
劣
化
や
電
池
切
れ
な
ど

で
煙
や
熱
を
感
知
し
な
く
な
っ
た
り
、

故
障
し
や
す
く
な
っ
た
り
す
る
の
で
、

定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
点
検
し
た
時
に
反
応
し
な
い

物
や
設
置
し
て
か
ら
10
年
が
経
過
し
た

物
は
必
ず
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
市
内
8
カ
所
の
消
防
署
・
分
署
と
予

防
課（
市
役
所
地
下
1
階 

☎
20
‐
1 

5 

9 

1
）に
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
設
置
方
法
や
日
常
的
な
維
持
管
理
方

法
な
ど
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

老
朽
化
し
た
消
火
器
に
も

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
消
火
器
は
腐
食
や
老
朽
化
に
よ
り
破

裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
事
故
を
防

止
す
る
た
め
に
も
、
定
期
的
に
消
火
器

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
消
防
署
で
は
消
火
器
の
回
収
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
廃
棄
す
る
時
は
消
火
器

の
取
扱
店
舗
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火

器
な
ど
の
悪
質
な
訪
問
販
売
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
消
防
職
員
が
販
売

を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

か
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー（
☎
23
‐
1
1
6
1
）へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
予
防
課
へ
。

交 換 時 期 に 気 を 付 け て

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

なりた消防キャンペーン
　防火や防災への関心を高めてもらうた
め、火災予防イベントを開催します。
日時＝3月1日㈯ 午前10時〜午後3時
会場＝ユアエルム成田店1階センタープラ

ザほか
内容＝ちびっこ消防車や災害時に使用する

資器材の展示、消防音楽隊によるコン
サート

迫力の演奏を間近で

広報なりた 2025.2.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です広報なりた 2025.2.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です7



熱を込めて語る田中さん

自分の可能性を信じて
　進路選択の幅を広げてもらおうと「夢実現講演会」が成田中学校で
行われました。講師は、リオデジャネイロオリンピック・女子マラソ
ンに出場した同校出身の田

た
中
なか

智
とも

美
み

さん。オリンピック出場という夢を
かなえた経験談や自分を信じて夢を追い続けてほしいというメッセー
ジに、生徒たちは真剣な表情で耳を傾けていました。放課後には陸上
部が特別に指導を受け、熱のこもった練習を行っていました。

オリンピックメダリストと交流
　米国とのホストタウン交流事業の一環として「陸上クリ
ニック」が重兵衛スポーツフィールド中台陸上競技場で行
われました。講師を務めたのは、世界トップクラスの強
さを誇る米国ナショナルチームのコーチやオリンピックメ

ダリストなど。身ぶり手ぶりや簡単な英語でコミュニケー
ションを取りながら、走り方の基本を学びました。メダリ
ストを前に、子どもたちは笑顔を浮かべながら競技を楽し
んでいました。

クイズに答えてスタンプをもらう

暮らしのヒントがたくさん
　生活に役立つ情報を提供する「消費生活展」がユアエルム成田店で
開催されました。会場に並んだのは、市や企業・NPO法人などの
17団体による、ごみの分別や省エネを呼び掛ける展示ブースなど。
手回し発電機を体験できるコーナーでは、夢中になってハンドルを
回す子どもの姿もありました。ブースを回ってクイズに答えるスタ
ンプラリーも行われ、会場は多くの人でにぎわっていました。

1メダリストとの競走に思わず笑顔
2軽やかに跳び越えて
3金メダルに興味津々

夢実現講演会 　1/21

消費生活展　 1/18・19

陸上クリニック 　1/26

1

2

3

Machi ReportNarita

成田まちレポ！

広報なりた 2025.2.15広報なりた 2025.2.15 8
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心を静めて筆を運ぶ
　子どもたちに書道に親しんでもらおうと「市書き初め大
会」が重兵衛スポーツフィールド中台体育館で開催され、
市内外から小中学生144人が参加しました。第一部で学年
ごとに設けられた課題を書き上げた後、第二部で使用され

たのは長さ50メートルほどの大きな書き初め用紙。今年
の目標やイラストなど、参加者全員の作品で埋められた用
紙と記念撮影をする場面では、保護者が構えるカメラに誇
らしげな表情を向けていました。

講師に教わりながら

便利な機能を使いこなして
　スマートフォンの基本的な操作方法が学べる「スマートフォン講
習会」が市役所3階第二応接室で開かれました。実際にスマートフォ
ンを使って、画面の操作方法や防災アプリの使い方を学んだ参加者
たち。分からないところを講師に積極的に聞いたり、覚えておきた
いポイントをノートに書き出したりするなど、熱心に学んでいまし
た。 

1書き初め用紙と一緒に記念撮影
2小泉市長が「巳どし」と書き入れ完成
3手本をよく見て書き上げる

お互いの文化を感じて
　地域に住む外国人と気軽に交流する「国際交流サロン」が国際文化
会館で開催されました。楽器の演奏や歌の発表などのステージを鑑
賞したほか、ビンゴを楽しんだりホールいっぱいに輪になって盆踊
りを体験したりする場面も。10人ほどで一つのテーブルを囲んで会
話を楽しむ時間では、正月に行われる行事といったお互いの国の文
化を話題に交流を深めていました。

輪になって踊る

国際交流サロン　 1/19

市書き初め大会 　1/18

スマートフォン講習会 　1/17

1

2 3

SNSでつながろう
市では、イベント情報や緊急情報など、
皆さんの役に立つさまざまな情報をSNS
で配信しています。 成田市広報課Facebook成田市LINE 成田市広報課Instagram

＃なりたさんぽ
成田市公式X

広報なりた 2025.2.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です広報なりた 2025.2.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です9
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○
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○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

手
続
き
は
期
限
内
に

対
象
＝
世
帯
全
員
が
令
和
6
年
12
月
13

日
時
点
で
市
に
住
民
記
録
が
あ
り
、

令
和
6
年
度
住
民
税
均
等
割
が
非
課

税
で
あ
る
世
帯（
世
帯
全
員
が
、
住

民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
ほ

か
の
親
族
な
ど
の
扶
養
を
受
け
て
い

る
場
合
や
、
ほ
か
の
市
区
町
村
で
同

様
の
支
給
を
受
け
た
場
合
を
除
く
）

給
付
額（
1
世
帯
当
た
り
）＝
3
万
円

（
18
歳
以
下
の
子
ど
も
を
養
育
し
て

い
る
世
帯
は
、
子
ど
も
1
人
当
た
り

2
万
円
を
追
加
）

申
請
方
法

◦
成
田
市
か
ら
令
和
6
年
に
「
電
力
・

ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支

援
給
付
金
」
を
世
帯
主
の
口
座
で
受

給
し
、
そ
の
後
の
世
帯
状
況
に
変
更

が
な
い
世
帯
…
2
月
27
日
㈭
か
ら
郵

送
さ
れ
る
案
内
の
内
容
に
変
更
が
な

け
れ
ば
申
請
不
要
。
変
更
が
あ
る
場

合
は
3
月
6
日
㈭
ま
で
に
成
田
市
物

価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー（
☎
20
‐
1
7
4
6
）へ
連
絡

す
る

◦
同
給
付
金
を
受
給
し
て
い
な
い
、
ま

た
は
世
帯
主
以
外
の
口
座
で
受
給
し

た
世
帯
な
ど
…
2
月
28
日
㈮
か
ら
郵

送
さ
れ
る
確
認
書
を
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
提
出

◦
令
和
6
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
し

た
人
や
未
申
告
の
人
が
い
る
、
ま
た

は
令
和
6
年
12
月
14
日
以
降
に
生
ま

れ
た
子
ど
も
や
別
世
帯
に
養
育
す
る

子
ど
も
が
い
る
世
帯
…
世
帯
主
が
必

要
書
類
を
持
っ
て
3
月
3
日
㈪
以
降

に
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
の
特
設
窓
口

へ
申
請
期
限
＝
5
月
31
日

㈯（
必
着
）

支
給
方
法
＝
指
定
の
口

座
に
振
り
込
み

※
く
わ
し
く
は
成
田
市
物
価
高
騰
重
点

支
援
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

雇
用
促
進
奨
励
金

事
業
主
は
申
請
を

　
市
で
は
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど

を
雇
用
し
た
事
業
主
に
奨
励
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
次
の

い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
市
内
在
住

の
人
を
常
用
労
働
者
と
し
て
雇
用
し

た
事
業
主（
①
〜
④
は
公
共
職
業
安
定

所
の
紹
介
で
雇
用
し
た
場
合
に
限
る
）

①
60
歳
以
上
の
人

②
障
が
い
の
あ
る
人

③
20
歳
未
満
の
子
や
障
が
い
の
あ
る
子

を
扶
養
す
る
母
子
家
庭
の
母
と
父
子

家
庭
の
父

④
精
神
・
身
体
の
障
が
い
に
よ
り
長
期

に
わ
た
っ
て
労
働
能
力
を
失
っ
て
い

る
配
偶
者
を
扶
養
す
る
人

⑤
自
己
の
事
業
所（
定
年
を
65
歳
以
上

に
定
め
て
い
る
事
業
所
に
限
る
）に

10
年
以
上
勤
務
し
た
定
年
退
職
者

奨
励
金
の
額（
1
人
当
た
り
）＝
月
額
1

万
7
、
0
0
0
円（
重
度
の
障
が
い

の
あ
る
人
は
2
万
2
、
0
0
0
円
）

助
成
期
間
＝
雇
用
し
た
翌
月
か
ら
12
カ

月（
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
は
18

カ
月
）

申
請
期
限
＝
3
月
5
日
㈬

※
く
わ
し
く
は
商
工
振
興
企
業
立
地
課

（
☎
20
‐
1
6
2
2
）へ
。

不
要
な
自
動
車

処
分
は
適
正
に

　
道
路
な
ど
に
放
置
さ
れ
た
自
動
車
は
、

地
域
の
景
観
を
損
ね
る
と
と
も
に
、
通

行
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
周
辺

に
ご
み
を
不
法
投
棄
さ
れ
る
な
ど
、
生

活
環
境
の
悪
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
で
は
「
成
田
市
放
置
自
動
車
の
発

生
の
防
止
及
び
適
正
な
処
理
に
関
す
る

条
例
」
に
よ
り
、
所
有
者
・
使
用
者
へ

早
急
な
移
動
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
不

要
な
自
動
車
は
、
販
売
店
や
引
き
取
り

業
者
に
引
き
渡
し
て
廃
車
手
続
き
を
す

る
な
ど
、
適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課（
☎
20
‐

1
5
3
2
）へ
。

成
田
都
市
計
画
の
変
更

関
係
図
書
を
縦
覧

　
1
月
28
日
に
北
千
葉
道
路
の
押
畑
〜

大
山
区
間
に
関
す
る
都
市
計
画
の
変
更

が
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
図
書
を
次

の
通
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
場
所
＝
都
市
計
画
課（
市
役
所
5

階
）、
県
都
市
計
画
課（
県
庁
中
庁
舎

7
階
）

内
容
＝
道
路
の
変
更（
県
決
定
）

※
く
わ
し
く
は
都
市
計
画
課（
☎
20
‐

1
5
6
0
）へ
。

開会式であいさつ（26日）

1月16日㈭〜31日㈮

市 長 日 誌
市長日誌は市ホームページでも
公開しています

18日 市書き初め大会

21日
印旛郡市広域市町村圏事務組
合正副管理者会議
成田商工会議所新春賀詞交歓会

22日 B＆G全国サミット
23日 農政推進協議会

24日 成田空港に関する四者協議会
千葉県市長会定例会

25日 社会福祉大会
26日 陸上クリニック
31日 八富成田斎場管理運営連絡協議会

市ホームページ

2月28日㈮

※ くわしくは①②納税課（☎20-1519）、③保険年金
課（☎20-1547）、④介護保険課（☎20-1545）へ。

①固定資産税（第4期）
②国民健康保険税（第8期）
③後期高齢者医療保険料（第8期）
④介護保険料（第8期）

今 月 の 納 期 限

広報なりた 2025.2.15広報なりた 2025.2.15 10



困りごと・悩みごと相談室

相談名 期日 時間 場所 問い合わせ先
市民生活相談（離婚・相続・
相隣関係・金銭貸借など） 月・金曜日 9：00〜16：00 市役所2階市民相談室

※�各相談の受け付けは、終
了時間の30分前まで（午
前の受け付けは11時30
分まで）。予約制の相談は、
予約の時間までに来てく
ださい。税務相談と不動
産相談は、当日の午前9時
30分から市民協働課で整
理券を配布します。

市民協働課�☎20-1507
※�法人からの相談は受け
ません。内容や当日の
混雑状況によっては相
談を受けられない場合
があります。弁護士法
律相談（同年度中に相
談は2回まで）の3月分
の予約は2月26日㈬か
ら受け付けます。

弁護士法律相談（予約制） 水曜日 13：00〜16：00
女性のための相談
（DV含む・予約制） 木曜日 10：00〜16：00

税務相談 2月18日㈫、3月18日㈫ 10：00〜15：00

不動産相談 2月18日㈫、3月18日㈫ 10：00〜12：00
もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談）2月25日㈫、3月25日㈫ 10：00〜15：00

市民よろず相談 2月15日㈯、3月15日㈯ 13：00〜16：00 保健福祉館
市民よろず相談室
内
うち
田
だ
さん�☎91-5313

司法書士法律相談 2月19日㈬、3月19日㈬ 18：00〜20：00 もりんぴあこうづ
千葉司法書士会佐倉支部
白
しら
井
い
さん☎043-488-4633

司法書士による電話相談 月・水・土曜日 月・水曜日14：00〜17：00
土曜日10：00〜15：00

電話相談のみ
（10120-971-438）

千葉司法書士会
☎043-246-2666

法務局登記手続案内
（相続・抵当権抹消など、予約制） 月〜金曜日 9：00〜16：00 電話案内のみ 法務局成田出張所

☎23-2313
土地家屋調査士登記相談
（土地境界・分筆・新築建
物登記など）

3月12日㈬ 9：00〜12：00 法務局成田出張所
千葉県土地家屋調査士
会印旛支部�内

うち
田
だ
さん

☎043-308-5290
住宅無料耐震相談（予約制）2月20日㈭、3月16日㈰ 9：00〜16：00 市役所5階503会議室 建築住宅課�☎20-1564

子育て中の人の職業相談 月〜金曜日 8：30〜17：00 市役所2階マザーズコーナー ハローワーク成田マザーズコーナー�☎20-0567
消費生活相談 月〜金曜日 9：00〜16：30 市役所3階消費生活センター 消費生活センター☎23-1161
事業承継に関する相談（予約制）2月19日㈬、3月19日㈬ 10：00〜16：00 商工会館2階相談室 商工会議所�☎22-2101

若者の就労相談（予約制） 月〜金曜日 10：00〜17：00 勤労会館 ちば北総地域若者サポート
ステーション�☎24-7880

社労士による年金相談 2月19日㈬、
3月5日㈬・19日㈬ 10：00〜15：00 市役所1階相談室 保険年金課�☎20-1547

交通事故相談（予約制） 3月4日㈫ 10：00〜15：00 市役所2階相談室 交通防犯課�☎20-1527

障がい者相談 第4日曜日と
祝日を除く毎日

月〜金曜日9：00〜19：30
土・日曜日9：00〜18：00 保健福祉館

ほっとすまいるセンター
☎27-1106

心配ごと相談 木曜日 13：00〜16：00 保健福祉館 成田市社会福祉協議会
☎27-7755

くらしと就労相談 月〜金曜日 8：30〜17：15 商工会館1階 暮らしサポート成田
☎20-3399

家庭児童相談 月〜金曜日 9：00〜16：00 市役所2階こども家庭センター 子育て支援課�☎20-1538
就学相談（予約制）＊1 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育センター 教育センター�☎20-2922
教育相談（予約制）＊2 火曜日 9：00〜16：00 教育センター 教育センター�☎20-2922

不登校相談＊2 月〜金曜日 9：00〜17：00 ふれあいるーむ21 ふれあいるーむ21�
☎20-1414

学校教育全般・いじめ相談＊2 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育指導課（市役所5階） 教育指導課�☎20-1582
スクールソーシャルワーカーへの相談＊2 月・火・木・金曜日 9：00〜17：00 教育センター 教育センター�☎20-2922
教育相談（家庭教育・青少年教育） 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育センター 教育相談室�☎22-5100
農地・農政相談（予約制） 3月5日㈬ 8：30〜11：30 下総支所 農政課�☎20-154213：30〜16：30 大栄支所

一人で悩んでいないで相談してみませんか？
相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に日頃感じている疑問や
悩みを相談してみてはいかがですか。

※期日中の12：00〜13：00は相談を実施していません。

＊1 対象は年長〜中学生とその保護者
＊2 対象は小中学生とその保護者広報なりた 2025.2.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です広報なりた 2025.2.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です11
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お ら知 せ
事故防止のために
自宅前の除雪

　雪道では歩行者の転倒や、車両のス
リップ事故の恐れがあります。
　市では、雪が降った場合、バス通りな
どの幹線道路と通学路から除雪作業を行
います。
　集落や住宅地内の生活道路は除雪作業
が行われるまでに時間がかかるので、各自
で自宅前の除雪にご協力をお願いします。
※くわしくは道路管理課（☎20-1551）へ。
ホームページで配信中
市の広報映像

　市では、広報映像を市ホームページで
配信しています。
　スマートフォンからも
視聴できますので、利用
してください。
◦なりた知っ得情報…市のお知らせや催
し物、生活に役立つ情報、市役所の業
務などを紹介
◦市長ビデオメッセージ…市の取り組み
やイベント情報などをインタビュー形
式で紹介
※くわしくは広報課（☎20-1503）へ。

催 物し
公式戦ならではの真剣勝負を
ブラインドサッカー®地域リーグ

　視覚障がいのある人がプレーするブラ
インドサッカーの東日本エリアの地域
リーグが開催されます。
　会場に足を運んで迫力の試合を観戦し
ませんか。
日時＝3月16日㈰ 午前10時〜午後5時
会場＝重兵衛スポーツフィールド中台球

技場
入場料＝無料
※観戦を希望する人は当日直接会場へ。
くわしくは日本ブラインドサッカー協
会（☎03-6908-8907）へ。

市指定無形民俗文化財
伊能歌舞伎定期公演

　江戸時代から伝わる地元の伝統芸能を
堪能しませんか。
日時＝3月9日㈰ 午後1時から
会場＝大栄公民館
演目＝子ども歌舞伎「弁天娘女

め
男
おの

白
しら

浪
なみ

『稲瀬川勢揃いの場』」、鎌倉三代記「絹
川村閑居の場」
定員＝500人（先着順）
入場料＝無料
※鑑賞を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは伊能歌舞伎保存会・堀
ほり

越
こし

さ
ん（☎090-2306-5979）へ。
集い・つながろう!! 被災地・成田
もりんぴあ復興支援Week

　震災の経験・教訓を共有するため、被
災地の支援活動や復興の様子などの写真
やパネルを展示します。また、音楽を通
じて被災地へ支援の思いを届けるコン
サートを行います。なお、復興支援音楽
祭〜光のとびらの入場料は、災害復興
義援金として寄付されます。
会場＝もりんぴあこうづ
展示
日時＝2月27日㈭〜3月12日㈬ 午前9時

〜午後7時
入場料＝無料
杜の音楽祭
日時＝3月8日㈯ 午前11時から
定員＝185人（先着順）
入場料＝無料
復興支援音楽祭〜光のとびら
日時＝3月9日㈰ 午後1時〜3時30分
出演＝赤

あか
松
まつ

クニユキさん（シンガーソン
グライター）、B

ビューティー ティー
eautyT&

アンド
B
ビ ー ス ツ
easts（5人

組バンド）など
定員＝185人（先着順）
入場料（全席自由）＝1,000円
入場券販売場所＝もりんぴあこうづ
※展示・社の音楽祭の鑑賞を希望する人

は当日直接会場へ。くわしくは同館（☎
27-5252、2月25日㈫は休館）へ。

家族のより良い未来のために
笑顔を運ぶ「遺言」のお話

　「相続」が「争族」にならないために、遺
言について考えてみませんか。
日時＝3月15日㈯ 午後1時〜3時
会場＝中央公民館
定員と参加費＝40人（先着順）・無料
※参加を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは建築住宅課（☎20-1564）へ。
就職・移住相談会も
空港関係者によるトークイベント

　空港での仕事の魅力や空港のあるまち
の暮らしについてのトークイベントを開
催します。また個別ブースで、就職・移
住相談を受け付けます。
日時＝3月15日㈯ 午後1時〜3時30分
会場＝ふるさと回帰支援センター（東京

都千代田区）
参加費＝無料
申込方法＝同センター

ホームページにある専
用フォームから申し込
む

※くわしくは企画政策課（☎20-1500）へ。
安全・安心な取引のために
不動産無料相談会
日時＝2月23日（日・祝） 午前10時〜午

後4時
会場＝国際文化会館
対象＝市内在住の人
定員と参加費＝30人（先着順）・無料
※相談を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは全日本不動産協会北総支
部・鈴

すず
木
き
さん（☎090-5799-4027）へ。

運動好きな小学生集まれ
スポーツ少年団
種目＝野球、ミニバスケットボール、サッ

カー、バレーボール（女子のみ）、空手、
剣道、ハンドボール、少林寺拳法
対象＝小学生以上（小学生未満は応相談）
※登録チームの一覧など
は市ホームページで確
認できます。くわしく
は市スポーツ少年団事
務局（スポーツ振興課・☎20-1584）
へ。

市ホームページ

市ホームページ

ふるさと回帰支援センター
ホームページ

スマートフォンで読む「広報なりた」

専用アプリを無料でダウンロードできます。

スマートフォンで読む「広報なりた」

専用アプリを無料でダウンロードできます。
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2c
みんなで競争しよう
ツムツムながなが選手権

　乳酸菌飲料の空き容器を積み上げた
り、ひもをつなげたりして、高さや長さ
を競います。
日時＝3月1日㈯ 午前10時〜11時30分
会場＝子ども館
対象＝小学生
定員＝30人（応募者多数は抽選）
参加費＝無料
持ち物＝タオル、飲み物
申込方法＝2月16日㈰〜20日㈭の午前

10時〜午後5時に子ど
も館（☎20-6300）へ。
専用フォームからも申
し込めます

※くわしくは同館（第3水曜日は休館）へ。
炊飯器を使って
プリンでケーキをつくろう
日時＝3月9日㈰ 午前10時〜正午
会場＝子ども館
対象＝小学生
定員＝20人（応募者多数は初めての人を

優先に抽選）
参加費＝300円（材料費）
申込方法＝2月21日㈮〜

23日（日・祝）の午前10
時〜午後5時に子ども
館（☎20-6300）へ。専
用フォームからも申し込めます

※くわしくは同館（第3水曜日は休館）へ。
息の合ったプレーで
ソフトテニス春季選手権大会
日時＝3月16日㈰（雨天時は23日㈰） 午

前9時から
会場＝重兵衛スポーツフィールド中台テ

ニスコート
競技方法＝ダブルス一般男女・成年男子
（45歳以上）・シニア男子（60歳以上）
参加費（1ペア当たり）＝3,000円（高校

生以下は1,000円）
申込方法＝3月10日㈪までにEメールで

氏名・年齢・性別・電話番号を市ソフ
トテニス連盟（Eメールnrt.softtennis 
@gmail.com）へ

※くわしくは同連盟・麻
あ そ う

生さん（☎090-
4223-5530）へ。

子育て支援課で
助産師・保健師
応募資格＝助産師または保健師の資格を

持つ人
募集人員＝1人程度
業務内容＝母子健康手帳の交付、妊産婦

の電話相談など
勤務期間＝4月1日〜3月31日
勤務日時＝週1日程度（土・日曜日、祝日

を除く） 午前9時〜午後5時
勤務場所＝子育て支援課（市役所2階）
時給＝1,670円〜1,680円（2月5日時点

での予定額。金額は職務経験年数に応
じて決定）
応募方法＝2月28日㈮（必着）までに写

真を貼った履歴書を直接または郵送で
子育て支援課（〒286-8585 花崎町7 
60）へ。後日、面接日を通知します

※くわしくは同課（☎20-1538）へ。
日本代表選手から学ぼう
ドッジボール教室
日時＝3月20日（木・祝） ①午前10時20

分〜正午②午後1時〜2時40分
会場＝中郷ふるさと交流館
講師＝篠

しの
原
はら

謙
けん

生
せい

さん（ドッジボール日本
代表選手）
対象＝①小学1〜3年生②小学4〜6年生
定員と参加費＝各30人（先着順）・無料
持ち物＝運動のできる服装、上履き、タ

オル、飲み物
※申し込みは3月16日㈰までに中郷ふ

るさと交流館（☎33-4075、2月24日
を除く月曜日、2月25日㈫は休館）へ。
ベストを尽くして
市民パークゴルフ大会
日時＝3月17日㈪ 午前8時30分から（雨

天決行）
会場＝久住パークゴルフ場
対象＝市内在住・在勤・在学の人、市パー

クゴルフ協会会員
定員＝100人（先着順）
参加費＝1,000円（昼食代など）
申込方法＝3月11日㈫までに参加費を

持って久住パークゴルフ場または十余
三パークゴルフ場へ

※くわしくは市パークゴルフ協会・平
たい

良
ら

さん（☎090-3220-3669）へ。

体を動かしてリフレッシュ
スポーツ施設のイベント
対象＝16歳以上の人
参加費（1回当たり）＝市内在住・在勤・

在学の人500円、そのほかの人600
円（保険料など）
申込方法＝市スポーツ・みどり振興財団

ホームページで開催日時・会場を確認
し、同ホームページにあるオンライン
予約システムから申し
込む
申込開始日＝3月3日㈪
4月に開催するイベント
◦ヨガ教室
◦モーニング・ヨガ
◦ランチタイム・ヨガ
◦リフレッシュ・ヨガ
◦エクササイズ・ヨガ
◦セルフケア・ヨガ
◦春のヨガ
◦健康増進フィットネス体操
◦骨盤体操
◦健康リズム体操
◦ピラティス教室
◦スロートレーニング教室
◦Z

ズ ン バ
UMBA

※くわしくは重兵衛スポーツフィールド
中台体育館（☎26-7251）へ。
児童ふれあい交流事業
こまのたけちゃんのあそぶあそび

　こまの名人・こまのたけちゃんから、
こまの回し方を教わり、ベーゴマや中国
ゴマ、けん玉などで遊びます。
日時＝2月24日（月・振休） 午前10時〜

正午、午後1時〜3時
会場＝もりんぴあこうづ
対象＝市内在住の3歳以上の人
※参加費は無料です。参加を希望する人

は当日直接会場へ。くわしくは子ども
プラザ成田（☎29-1387）へ。

募 集

市スポーツ・みどり
振興財団ホームページ

専用フォーム

専用フォーム
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　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相談
なども受け付けています。相談は医師などの都合により日程を変更する場合があります。

　長沼・大栄・宗吾・公津の杜保育園以外
は予約が必要です。
時�間＝午前10時〜11時（長沼は午前9時〜午

後0時15分、大栄は午前9時30分〜午後4
時30分、宗吾・公津の杜は午前9時〜正
午・午後1時〜3時、はくと幼稚園は午前
9時30分〜11時30分・午後1時〜3時）
対�象＝保育園・幼稚園に通っていない就学

前の乳幼児

　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。

成田病院（午前中・押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（第2・4日曜日の午前中・
幸町・☎22-1158）

ひらの内科（日曜日の午前中・ウイング土
屋・☎23-8070）

なのはなクリニック（日曜日と祝日の午前
中・吉岡・☎49-0533）

成田国際空港クリニック（空港内・☎050-
3196-5701）

日曜祝日診療機関

10120-2
24時間

4-1
い

1
い

3
サービス

0

専門の医療スタッフが、24時間年中無休、
無料で相談に応じます。

成田市医療相談ほっとライン

午後7時〜翌午前8時・年中無休
☎#8000

こども急病電話相談

献血にご協力ください

赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内）☎27-1116

そよら成田ニュータウン

重兵衛スポーツ
フィールド中台

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー 子

ど
も
館

国
道
51
号
↓

国
道
51号
→

※ 症状や年齢によって対応が難しい場合があります。電話は受付時間の15分前から受け付け
ていますので、事前に連絡してください。

受付日時 診療科目
毎日（休診日なし）
午後7時〜10時45分

内　科
小児科

日曜日、祝日、振替休日、8月13日
〜15日、12月29日〜1月3日
午前10時〜午後4時45分

内　科
小児科
外　科

祝日（日曜日を除く）、振替休日、8月
13日〜15日、12月29日〜1月3日
午前10時〜午後4時45分

歯　科

急病診療所

保 健 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

保育施設開放日 施設名 電話番号 期　日
松崎保育園 26-8282 2/21㈮、3/7㈮
赤荻保育園 24-0752 2/28㈮、3/14㈮
赤坂保育園 20-6900 2/27㈭、3/13㈭
橋賀台保育園 28-0676 2/25㈫、3/11㈫
中台保育園 27-9023 2/19㈬、3/5㈬
新山保育園 28-2527 2/20㈭、3/6㈭
吾妻保育園 27-5773 2/26㈬、3/12㈬

中台第二保育園 29-6676 2/18㈫、3/4㈫

施設名 電話番号 期　日
玉造保育園 26-8889 2/27㈭、3/13㈭
高岡保育園 96-0042 2/26㈬、3/12㈬
小御門保育園 96-2362 2/20㈭、3/6㈭
長沼保育園 37-0005

毎日
（土・日曜日、祝日を

除く）

大栄保育園 73-3000
宗吾保育園 26-2472

公津の杜保育園 29-6551
はくと幼稚園 26-2331

●母親学級（予約制）
内容＝妊娠・出産に関する話や個別相談な
ど
対象＝初めて妊娠した人
●パパママクラス（予約制）
内容＝赤ちゃん人形を使った育児体験と沐

もく

浴
よく

講座
対象＝初めて赤ちゃんが生まれる夫婦やそ
の家族

●パパママクッキング（予約制）
内容＝調理実習など
対象＝妊娠16〜27週頃の夫婦
※日時などくわしくは健康増進課へ。

【イオンモール成田】
2月15日㈯・22日㈯・23日（日・祝） 午
前10時〜11時30分、午後1時〜4時30
分
※ 受け付けは400ミリリットル献血のみ

です。日程は変更となる場合がありま
す。くわしくは千葉県赤十字血液セン
ター千葉港事業所推進課（☎043-241-
8332）へ。

▼一般健康相談 期日 受付時間 相談を受ける人

こころの健康相談
（治療中の人を除く）

3月14日㈮ 午後1時15分〜
2時30分 精神科医師・保健師

3月17日㈪ 午後1時15分〜
3時 カウンセラー・保健師

▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象
赤ちゃん相談・4カ月 2月20日㈭ 午前9時〜

午後2時
令和6年10月生まれ

赤ちゃん相談・10カ月 2月21日㈮ 令和6年4月生まれ
1歳6カ月児健診＊ 3月 6日㈭ 午前9時〜

午後2時30分

令和5年8月生まれ
2歳児歯科健診 3月13日㈭ 令和4年8月生まれ
3歳児健診＊ 2月27日㈭ 令和3年8月生まれ

5歳児健診 2月26日㈬ 午後1時〜
1時40分

平成31年4月2日〜令和2年
4月1日生まれで、健診を受
ける機会のない幼児

こころの発達相談 3月11日㈫ 午前9時〜11時 心理発達に心配のある乳幼児

離乳食相談 3月18日㈫ 午前9時10分〜
午後2時

生後4〜18カ月の乳幼児
の保護者

＊以外は予約制です。申し込みは健康増進課へ。
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対象者に支給しています
障害者福祉手当
対象＝次のいずれかに当てはまる人
◦身体障害者手帳1・2級
◦療育手帳Ⓐ〜 Bの2
◦精神障害者保健福祉手帳1〜3級
支給額（月額）＝5,000円〜1万3,000円
支給月＝7・11・3月
申請方法＝障害者手帳、療育手帳、精神

障害者保健福祉手帳、口座番号の分か
る物を持って障がい者福祉課（市役所
議会棟1階）へ
このような場合は支給されません
　障害者手帳などの有効期限が切れてい
る期間の手当は支給されません。
　更新中の場合は、新しい障害者手帳な
どが確認できてから支給します。また、
所得制限などで手当を受けられない場合
があります。
資格喪失した時は届け出が必要です
　次のいずれかに当てはまる時は受給資
格を失うため、喪失届を障がい者福祉課
へ提出してください。
　なお、手当の受給後に受給資格の喪失
が判明した場合は、手当の返還が必要で
す。
◦3カ月以上入院した時（20歳未満の人

を除く）
◦施設に入所した時
◦市外に転出した時
◦亡くなった時
※くわしくは障がい者福祉課（☎20-15 

39）へ。
障がいのある人への就労支援
働く福祉サービス説明会
日時＝3月2日㈰ 午前10時〜午後3時
会場＝保健福祉館
内容＝福祉サービス事業所などによる就

労相談や福祉サービスの利用案内
対象＝市内在住で特別支援学校に在籍し

ている人、福祉サービスをすでに利用
または利用を検討している人で、就労
継続支援B型や生活介護事業所などの
就労系サービスの利用を希望する人
参加費＝無料
※参加を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは、ほっとすまいるセンター
（☎27-1106）へ。

子どもの歯の健康のために
フッ化物塗布

　市では、市に住民記録がある4歳児を
対象にフッ化物塗布を実施しています。
　定期的にフッ化物塗布をすると、虫歯
の予防に効果的です。
　対象者には誕生月にはがきで通知しま
すので、歯の健康を保つために受診しま
しょう。
内容＝問診、口

こう
腔
くう

内診査、フッ化物塗布、
保健指導
自己負担額＝200円（生活保護受給者は

無料）
受診方法＝希望する実施

歯科医療機関に直接予
約する。実施歯科医療
機関は、市ホームペー
ジで確認できます

※生活保護受給者は事前に健康増進課
（☎27-1111）へ連絡してください。く
わしくは同課へ。
令和7年度分は3月3日から発行
はり・きゅう・マッサージ利用助成券

　市では、市に登録している、はり・きゅ
う・マッサージ施設で利用できる助成券
を発行しています。
　4月から利用できる令和7年度分の助
成券は3月3日㈪から発行します。
対象＝市内在住で市税を完納していて、

申請日時点で60歳以上の人
助成額（1枚当たり）＝1,000円（1カ月当

たり2枚を交付、1回の施術で1枚まで）
利用方法＝市に登録している、はり・

きゅう・マッサージ施設で施術を受け
る時に助成券を渡す
申請方法＝高齢者福祉課（市役所議会棟

1階）、下総・大栄支所、
市ホームページにある
申請書と、マイナン
バーカードや運転免許
証などの本人確認がで
きる物を持って高齢者福祉課または下
総・大栄支所へ

※くわしくは同課（☎20-1537）へ。

孤独・孤立を防ぐ寄り添い方
ゲートキーパー養成研修

　ゲートキーパーは、自殺の危険がある
人に気付き、話を聴いて、必要な支援に
つなげ、見守る人のことです。誰にも相
談できずにいる人を支えられるような
ゲートキーパーを目指しませんか。
　また、会場には自律神経のチェックコー
ナーを設置しています。
日時＝2月28日㈮ 午後2時〜3時30分
会場＝保健福祉館
内容＝悩みを抱える人への寄り添い方を

学ぶ
講師＝星

ほし
野
の

伸
のぶ

明
あき

さん（マスタリーカウン
セリング協会代表理事）
対象＝市内在住・在勤の人
定員＝60人（先着順）
参加費＝無料
申込方法＝2月21日㈮ま

でに健康増進課（☎27-
1111）へ。専用フォー
ムからも申し込めます

※くわしくは同課へ。
余っている食品を活用
なりたフードバンク活動

　成田市社会福祉協議会では、家庭や企
業で余っている食品の寄付を受け付け、
生活に困っている人に配布しています。
受付日時＝平日の午前9時〜午後5時
受付場所＝成田市社会福祉協議会（保健

福祉館内）、暮らしサポート成田（商工
会館1階）
募集内容＝米（令和6年産）、乾麺、缶詰、

レトルト・インスタント食品などで次
の全てに当てはまる物

◦未開封である
◦賞味期限まで2カ月以上ある
◦常温で保存できる
※くわしくは成田市社会福祉協議会（☎

27-7755）へ。

Health and Welfare

市ホームページ

市ホームページ

専用フォーム
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てください。
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https://www.city.narita.chiba.jp
成田市のホームページ

　「選挙イヤー」と言われた昨年は、世界人口の半分が投票できるほど、
世界中で多くの選挙が行われました。そのような中、注目されたのが
SNSの影響力。候補者が身近に感じられ、手軽に情報を得られる一方で、

誤った情報が拡散されることも。2ページに掲載の通り、3月には千葉県知事選挙・
千葉県議会議員補欠選挙が行われます。期間中はさまざまな情報が飛び交うこと
が予想されますが、正しい情報かどうか見極めながら投票に臨みたいと思います。

編集
後記

＊ QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です

昭和17年頃の校舎（「八日市場市史 近現代編」より）

　市では、市民の皆さんから戦争体験記を募集してい
ます。くわしくは市ホームページまたは文化国際課（☎
20-1534）へ。

　私が国民学校に入学したのは、昭和19年4月、戦争の最
中でした。両親ともに教師で、母は私の通う匝瑳国民学校
で教えていました。
　登校すると「天皇陛下の御

ご
真
しん
影
えい
」と呼んでいた、校舎の前

にある建物にみんなで深くお辞儀します。敵の飛行機がい
つ攻めて来るか分からないので、勉強道具はランドセル
の中に入れたまま。授業を受けていると、突然サイレンが
「ウーウーウー」と鳴ります。「敵の飛行機が来たぞ。早くし
ないと爆弾を落とされる」と先生に言われて、みんな大急
ぎでランドセルを背負って防空頭巾をかぶり、薄暗い防空
壕
ごう
に押し合いながら隠れました。1時間ほどして敵の飛行

機が遠ざかると、勉強を再開します。するとまたサイレン
が鳴り、防空壕に隠れるといった具合で、落ち着いて勉強
などできませんでした。
　昼食は、ご飯の真ん中に梅干しが一つだけ乗った日の丸
弁当に、のりのつくだ煮か卵焼きが入っていたら最高でし
た。「日の丸弁当ばかり食べていたら、受け持った子どもた
ちが栄養失調になって大きくなれない」と心配していた母
は、手作りのおやつを教室に持っていき、子どもたちが休
み時間に自由に食べられるようにしていました。
　私は、放課後に母が受け持つ5年生の教室に行って、大
きなお兄ちゃんやお姉ちゃんたちと、おやつを食べるのが
とても楽しみでした。おやつと言っても、卵の殻をきれい
に洗ってこんがり焼き、ごま・煮干し・ぬかを軽くいって

すり鉢ですった、ふりかけのような物でした。今ではとて
も食べる気になれませんが、カルシウムなどの栄養はたっ
ぷりで、そのせいか虫歯などが一本もできませんでした。

終戦を迎えた夏、突然、学校に米兵が
　私が国民学校2年生の夏に、戦争が終わりました。ある日、
放課後のこと。私は母と一緒に帰りたいので、教室に1人
で残っていました。すると突然、すごいスピードでブーッ
と砂煙を上げて、3人のアメリカ人が乗ったジープ型の車
が校庭に乗り込んで来たのです。私は「アメリカ人に会っ
たら、必ず殺される」と聞かされていたため、急いで木製
の教卓の中に隠れました。しかし、そこで、こう考えまし
た。「殺されるとすれば、教師としてここにいるお母さんも
一緒だな。だったら殺されてもいいや…」。私は決心して、
教卓の中から抜け出すと、彼らと校長先生の後ろをついて
2階へ行きました。アメリカ人の1人が、剣道の絵を指さし、
校長先生に強い口調で何か言っていましたが、やがて、彼
らは2階をひと周りすると帰っていきました。私は「誰も殺
されないで良かった」と安

あん
堵
ど
して、車を見送りました。

　今、成田市の小中学校では、外国人講師を招いて英語を
勉強しています。「アイム、〇〇」などと言って、外国人講師
とうれしそうに握手をしている子どもたち。「殺される」と教
卓の中でおびえた私と、何という大きな違いでしょう。今
の子どもたちの幸せがいつまでも続くよう祈っています。

昭和20（1945）年8月15日に太平洋戦争が終戦を迎え
てから、令和7（2025）年8月で80年が経過します。戦
争を体験した人々が少なくなる中、その貴重な体験を
次世代に引き継ぎ、平和の大切さを広く伝えるため、
市民の皆さんから寄せられた戦争体験記を紹介します。

大
おお

貫
ぬき

 芙
ふ

久
く

美
み

さん 昭和12年生まれ

国民学校での生活

いま伝えたい戦後80年

第７回


